
足立区公共施設等総合管理計画 二次改訂の前提データ（案） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

足立区を取り巻く現状と今後の見通し① 

総人口、年齢階層別人口、年齢階層別人口割合の推移と今後の見通し 

歳入決算額の推移 歳出決算額の推移 今後の財政見通し 

１ 平成２９年度は２，７１３億円、平成３０年度以降も増加傾向。 

２ 令和２年度は「特別定額給付金」により３，６０２億円と大きく増額。 

３ 令和３年度は「特別定額給付金」の終了で大きく減少も、以降高止まり。 

【足立区中期財政計画（令和５年２月）より】 

１ 令和６年度から１０年度までの財政見通しを示している。 

２ 令和６年度は、当初予算に置き換える。 

３ 令和７年度は、道路新設の用地取得費が少ないと推計されている。 

１ 平成２９年度は２，７８９億円、平成３０年以降も増加傾向。 

２ 令和２年度は「特別定額給付金」により３，７０１億円と大きく増額。 

３ 令和３年度は「特別定額給付金」の終了で大きく減少も、以降高止まり。 

 
【足立区人口推計（令和６年２月）より】 

 

１ 総人口 

（１）区の人口は増加傾向、令和７年以降も微増で推移する見込み。 

（２）令和１８年に、約７１万人とピークを迎える見込み。 

（３）令和１９年以降は、減少に転じる見込み。 

（４）令和５２年に、現在より約１１万人（１６％）減少、約５８万人になる予測。 

 

２ 年齢階層別人口割合 

（１）生産年齢人口割合は、将来的に減少傾向。 

（２）年少者人口割合は、減少の一途を辿る。 

（３）高齢者人口割合は、大きく増加の一途を辿る。 

（４）結果、急速に少子高齢化が進行していくと予測。 

課 題 
公共施設の維持管理に使える財源の減少 

 

・区の総人口が減少する見通し 

令和６年      令和１８年     令和５２年 

 

 

・少子高齢化が進行する見通し 

        令和６年  令和１８年  令和５２年 

年少者  １０．４％    ７．４％ 

生産年齢 ６４．９％   ５０．１％ 

高齢者  ２４．６％   ４２．５％ 

 

税収の減少や社会保障費の増加により 

施設維持管理の財源 
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※ 令和６年５月２１日現在のデータのため、今後変更が生じる可能性がある 
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足立区公共施設等総合管理計画 二次改訂の前提データ（案 

足立区を取り巻く現状と今後の見通し② 

公共施設の保有状況 インフラ施設の保有状況 

公共施設の建築年別整備状況／築年数別面積割合 
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令和４年度末 総面積 

約１１８万㎡ 
（保有分のみ（借用分含まず）） 

平成２８年度末 総面積 

約１１９万㎡ 
（保有分のみ（借用分含まず）） 

６
年
後 

１ 公共施設の延床面積（保有・借用） 

（１）令和４年度末では１２１．１万㎡と、策定

時と比較して数値上は横ばいで推移。 

（２）小・中学校の建替えや公共施設の新設

等に伴う面積の増が、旧足立清掃事務

所中央本町分室など廃止施設の解体に

伴う面積の減で相殺されたことが要因。 

（３）ただし、解体施設には同じ場所で新た

な施設を建設予定の箇所も含まれるた

め、今後は増加が見込まれる。 

（４）現在、学校の面積は建替え時に増加

する場合が多く、今後老朽化した学校が

順次建て替えとなることで、施設保有量

は更に増加していく可能性がある。 

１ 建築年別整備状況（グラフ７） 

（１）令和４年度末時点で、総合管理計画策定時に存在しなか

った築６０年以上の公共施設が約７．７万㎡（１１施設、

６％）出現。 

（２）その全てが学校（解体前の学校１校（旧校舎）を含む）。 

２ 築年数別面積割合（グラフ８） 

（１）施設の建て替えを進めることで、「築１０年未満」が４％ 

から１２％と８ポイント増加。 

（２）改修・建て替えの検討が必要な「築４０年以上」が４８％ 

から４７％と、１ポイント減少。 

（３）令和４年度末では、早急に建て替えの検討が必要な  

「築６０年以上」が６％。 

１ 道路 

（１）道路延長は９５．０万ｍから９７．５万ｍ

と２．５万ｍ増加。 

（２）一般道路（生活道路）の増加が最も大

きく、２．２万ｍ増加。 

２ 橋りょう 

（１）管理区分の見直しに伴い８３橋から６６

橋に変更。 

３ 公園 

（１）区立公園は増加。 

（２）児童遊園は減少。 

（３）プチテラスは概ね横ばい。 

グラフ５ グラフ６ 

グラフ７ グラフ８ 
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学校（解体前の旧校舎含む） 学校以外の公共施設

築６０年以上 約７．７万㎡（１１施設、６％）
⇒早急に建替えの検討が必要

借用

築20年未満 築20年～29年 築30年～39年

築40年～49年 築50年～59年 築60年以上

＊ 令和４年度固定資産台帳の所有建物に、区が借用している

面積を合計した数値
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総合管理計画
策定時の面積

R4年度末
時点の面積

0～20年 21～30年 31～40年 41～50年 51～60年 61年以上 賃貸等 合計

（うち保有分118.5） （うち保有分118.0）

H29.4総合管理計画
策定時の面積

R4年度末
時点の面積(＊)

（万㎡） 

※ 令和６年５月２１日現在のデータのため、今後変更が生じる可能性がある 

2


